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2020年10月19日(月)午前9時以降報道して下さい。 

 

今年の特許・商標出願、歴代最高値更新中 

－ポストコロナ有望業種に対応するための中小企業の出願大幅増加－ 

 

□ 特許庁（庁長：キム・ヨンレ）は、今年の第３四半期までの特許と商標出願は、

前年同期比９．４％増加した３４２,６９７件で、同一期間基準で歴代最高値を

更新したと明らかにした。また、中小企業の出願が全体出願の増加傾向を牽引

しているものと観察された。[添付１] 

 

○ 権利別に詳しく見てみると、特許は前年同期比３．６％増加した１５５,１６４

件が出願された中で、中小企業の出願が３８,４０６件で１０．７％増加し、大

企業（4.2％増加）、大学・公共研（4.7％増加）の増加率を大きく上回る数値

を示した。 

 

○ 商標もやはり合計１８７,５３３件（14.7％増加）の出願のうち、中小企業の出

願が６２,２４７件を占め、２４．０％という飛躍的な増加率を記録し、最も高

い増加傾向を維持した。 

 

□ 中小企業の特許・商標の出願動向を詳しく見てみると、「コロナ１９（新型コ

ロナウイルス感染症）に対する迅速な対応とアンタクトi基盤経済への転換」と

要約され得る。[添付２，３] 

 
i) アンタクト（Untact）」とは、「コンタクト（contact：接触する）」に否定の意味である「アン

（un-）を合成した言葉で、技術の発展を通じて店員との接触なしに物を購入するなどの新たな消費

傾向を意味する。［NAVER韓国語辞典より抜粋し翻訳］ 



 

 

○ まず、特許出願の場合⋆、バイオ技術（721件）が３３．５％と最も高い増加率

を示し、高分子化学（214件、26.6％増加）と医療技術（2,216件、23.5％増

加）もやはり高い上昇傾向を示しながら、医療と衛生分野に対する高い関心が

反映された。 

⋆ 特許出願の技術分野別の動向数値は、８月末基準（技術分野の分析に必要な特許分類

コードがまだ付与されていない９月の数値は除く） 

 

－ また、アンタクトと関連が深い電子商取引分野の場合、中小企業の出願は合計

３,３９１件で、全ての技術分野のうち最も多くの出願がなされると同時に、

増加率もやはり２２．７％に達した。 

 

○ 商標出願もやはり、医療用機器が含まれた分類（第10類、2,761件）が６６．

２％と最も大きな増加率を示すと同時に、医薬品を含む分類（第5類、4,498件、

45.0％増加）もやはり大幅に上昇し、 

 

－ アンタクトによる個人放送の増加と共に、音像・映像機器を含む分類（第9類、

7,651件）も３６．３％という高い上昇率を記録した。 

 

□ 特許庁のヒョン・ソンフン情報顧客支援局長は、「韓国中小企業の出願増加の

趨勢は、コロナ１９による経済危機を知的財産権の競争力強化の機会に転換す

る肯定的信号と解釈され非常に励みになる」とし、 

 

○ 「特許庁は、国内企業がポストコロナ有望技術分野において、グローバル知財

権を先占できるように支援施策を持続的に繰り広げていくつもり」であると明

らかにした。 

 

 

※ 添付：１．２０２０年特許及び商標出願の現況（９月基準）など 

 

報道資料と関連して、詳しい内容をご希望の場合、情報顧客支援

局 情報顧客政策課のシン・ソンチャン事務官(☎042-481-5084)に

ご連絡ください。 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 


